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要 旨 

 

令和 4年度における徳島県の一般環境大気測定局でのオキシダント濃度については，環境基準（環境基準値は 1時間

値が 0.06 ppm以下）を達成することができず，オキシダント濃度が 0.08 ppm以上を記録した日数は 16日であり，気象

条件等（日射，気温，風）に影響されるため年により増減するが，過去 10年間では 2番目に少ない日数であった． 

オキシダント緊急時報については，令和元年度に予報及び注意報の発令がそれぞれ 1日あったが，令和 2年度以降は

緊急時報の発令はなかった． 
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ⅠⅠ  ははじじめめにに  

全国的に，オキシダントの主たる原因物質となる窒素酸化

物（NOx）濃度は近年緩やかな低下傾向にあり，環境基準を

ほぼ達成しているものの，オキシダント濃度については，環

境基準がほとんど達成されていない状況が継続している．徳

島県においても同様の状況であり，令和 4年度は全局で環境

基準を達成できなかった． 

 令和 4年における全国的なオキシダントの緊急時報発令状

況を見ると 1) ，注意報発令都道府県数が 12都府県，発令延日

数が 41日であり，令和 3年（12都府県，29日）と比較して，

発令延日数が増加した．全国の最高値は千葉県市原地域の

0.195 ppm（8月 15日）であり，警報の発令はなかった．被害

の届出は 0人であり，被害者数は令和 3年（1県，4人）と比

較して減少した． 

 ここでは，令和 4年度の徳島県のオキシダント濃度の状況

について報告する． 

 

ⅡⅡ  方方法法  

１１  測測定定地地点点 

令和 4 年度は図 1に示す一般環境大気測定局 15 局でオキ

シダント濃度を測定した． 

  

  

  

図 1 環境大気測定局設置場所 

(地理院タイル(白地図)を加工して作成)

*現 西部総合県民局保健福祉環境部＜美馬庁舎＞ 
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２２  測測定定方方法法等等  

（１）測定器（いずれも東亜ディーケーケー（株）製）     

GUX-353型（川内・脇町） 

GUX-353B型（上記以外） 

（２）測定方法 

紫外線吸収法 

（３）校正方法 

UV法：紫外線吸光光度計による方法 

 

ⅢⅢ  結結果果及及びび考考察察  

１１  高高濃濃度度オオキキシシダダンントト等等のの発発生生状状況況 

（１）環境基準との対比 

 表 1に令和 4年度の各測定局におけるオキシダント濃度が

環境基準（0.06 ppm以下）を超過した日数を示す． 

測定局 15局全局で環境基準を超過していた．月別では，4

月から 7月及び 3月は全局で超過となり，超過日数は 781日

となり令和 3年度の 737日に比べると増加した．また，12月

から 2月は全局で環境基準を達成した． 

（２）オキシダント濃度 0.08 ppm以上の状況 

① 年間延日数 

 表 2にオキシダント濃度が 0.08 ppm，0.10 ppm，0.12 ppm

以上となった日の経年変化を示す． 

令和4年度にオキシダント濃度が0.08 ppm以上となった日

数は 16日，オキシダント濃度が 0.10 ppm，0.12 ppm以上とな

った日はなかった．オキシダント濃度が 0.08 ppm，0.10 ppm，

0.12 ppm以上となった日数はいずれも過去 10年間（平成 24

～令和 3年度）の平均日数を下回っていた． 

また，オキシダント濃度が 0.08 ppm以上になった日数は平

成 22年度以降増加傾向にあったが，平成 30年度からは漸減

傾向に転じている． 

 表 3及び図 2に全国と阪神地域（京都府，大阪府，兵庫県，

奈良県，和歌山県）の注意報発令日数 1) -11) と徳島県の 0.08 

ppm以上になった日数の推移を，表 4に都道府県別の注意報

発令日数の推移 1) -11) を示す． 

令和 4 年の全国の注意報等の発令延日数は 41 日，阪神地

域では 2日であった．なお，発令最多都府県は 8日の埼玉県

で，次いで 7日の千葉県と東京都であった． 

② 月別日数 

 表2からオキシダント濃度が0.08 ppm以上となった日数の

月別状況は，5月が 8日と全体の 50%を占めており，最も多

かった．また，7月から 9月はそれぞれ 1日，10月から 3月

は 0日となっており，4月から 6月に集中していた． 

表 1 局別・月別オキシダント濃度の状況（令和 4年度） 

表 2 月別オキシダント濃度の状況の経年変化 

  

表 4 各都道府県における注意報発令日数の推移（平成 24年～令和 4年） 

表 3 全国と阪神地域の注意報発令日数及び徳島県の 4月から
10月の間の 0.08 ppm以上となった日数の推移 

図 2 全国と阪神地域の注意報発令日数及び徳島県の 4月から 10
月の間の 0.08 ppm以上となった日数の推移 
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③ 局別発生日数 

表1から局別のオキシダント濃度が0.08 ppm以上の日数は

2 日～9 日であり，上位局は徳島 = 脇町 > 大潟  > 北島の

順であった．また，図 3に測定局別の 0.06 ppmを超えた日数

の経年変化を示すが，令和 4年度は令和 3年度に比べて，鳴

門，小松島，神山，椿，由岐及び池田で減少し，北島，川内，

徳島，那賀川，阿南，大潟，鷲敷，吉野川及び脇町では増加

していた． 

④ 発生時刻と時間数 

 表 5に令和 4年度のオキシダント濃度が 0.08 ppm以上とな

った時刻（以下「初発時刻」という．）とオキシダント濃度

が 0.08 ppm以上を継続した時刻（以下「継続時刻」という．）

の集計結果を示す． 

初発時刻の延回数は，14時 > 16時 > 13時 の順であり，

上から 3位までで 61.9%を占めていた．継続時刻の延回数は，

17時 > 15時 > 16時の順であり，上から 3位までで 60.3%を

占めていた． 

また，初発時刻及び継続時刻が昼間（6時～20時）以外の

ものはなかった．この結果は，近年では見られておらず，令

和 4年度の特徴的なものといえる． 

図 4に過去 5年間の初発時刻延回数割合と継続時刻延回数

割合の平均と令和 4年度との比較を示す．令和 4年度の初発

時刻延回数割合は 14時と 16時が高値となっており，合計す

ると全体の約 50％を占め，過去 5年間の平均と異なる傾向を

示した．継続時刻延回数割合は 15時及び 17時が過去 5年間

の平均に比べてやや高かったものの，過去 5年間の平均と同

様の傾向にあった． 

表 5 初発時刻の延回数と状態継続時刻の延回数（令和 4年度） 

図 4 初発時刻延回数及び高濃度状態延回数の割合 

図 3 局別 0.06 ppmを超過した日数の推移（平成 30年度～令和 4年度） 

２２  オオキキシシダダンントト濃濃度度とと気気象象のの関関係係 

（１）天候との関連 

  表 6に令和 4年度の 0.08 ppm以上を記録した日とその 3日

前までの天候 12) -23) をまとめたものを示す．なお，晴は天気概

況が快晴又は晴れのみであること，曇は天気概況に曇又は薄

曇の記載があるもの，雨は天気概況に霧，霧雨，雨あるいは

大雨の記載があるものとする． 

 令和 4年度の天候が雨である割合は「3日前（6時～18時）」

が 37.5%であるが，「当日（6時～18時）」に近づくにつれ，

雨の割合が減少し，「1日前（18時～翌 6時）」までには雨

の割合は 0%となった．また，曇である割合は，いずれの日に

おいても晴の割合より多く，「3日前（6時～18時）」を除く

時間帯で 50%以上となっており，必ずしも当日に近づくにつ

れて，晴が漸増する傾向は示さなかった． 

 表 7に令和 4年度の 0.08 ppm以上を記録した日における日

照時間 12) -23) の割合，図 5に日照時間の経年変化を示す. 

令和 4年度の高濃度オキシダント発生日における日照時間

は10時間以上の場合が62.5%で最も多く，8時間以上で87.5%

を占めていた．また，平成 29年度から令和 4年度までの経年

変化を見ても，いずれの年度も日照時間が 6時間以上の割合

が 85%を，日照時間が 10時間以上の割合は 50%を超過して

いた． 

表 8に令和 4年度の徳島市の月平均気温，月間降水量，月

間日照時間とそれぞれの平年値 12) -23) 及び平年値との比較を，

図 6に月平均気温，図 7に月間降水量，図 8に月間日照時間

のグラフを示す． 

オキシダント濃度が 0.08 ppm以上となった日を観測した月

は 4月から 9月までの 6ヵ月であるが，平均気温は 5月が同

程度であったが，その他の月では平年値より高く，降水量は 4

月，6月，7月及び 8月が平年値よりも少なく，日照時間は 4

月から 7月が平年値より多く，オキシダント濃度が上昇しや

表 8 月別の気象状況（令和 4年度） 

表 6 0.08 ppm以上を記録した日と天気概況（令和4年度） 

表 7 0.08 ppm以上を記録した日数と日照時間（令和 4年度） 

図 5 0.08 ppm以上を記録した日の日照時間の経年変化 

図 6 気温の状況 
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すい気象条件にあったが，0.08 ppm 以上記録した日数は過去

10年間で2番目に少なかった． 

また，10月から 3月について見てみると，3月は過去 10年

間でオキシダント濃度が 0.08 ppm以上を記録した日が比較的

多かった．ただし，令和 4 年度の 3 月は平均気温が平年比

128.3%，降水量が平年比 91.1%，日照量が平年比 123.3%と平

年値よりはオキシダント濃度が上昇しやすい気象条件となっ

たが，0.08 ppm以上を記録した日はなかった．  

（２）風速との関連 

表 9に，気象庁が県内に設置している「地域気象観測シス

テム」観測局 8局の風速データ 24) をオキシダント濃度が 0.08 

ppm以上となった時刻のものについて集計したものを示す． 

風速は，1.0～1.9 m/sが最も多く，オキシダント濃度が上昇

しやすいとされる風速4.0 m/s未満の割合は90.7%を占めてい

た．風速が 4.0 m/s以上になると高濃度発生率は低下し，その

割合は 9.4%であった． 

３３  オオキキシシダダンントト濃濃度度のの状状況況  

（１）全体 

  表 10 にオキシダント濃度の昼間の日最高値の月平均値の

集計結果を，図 9に令和 4年度と過去 5年間平均値の昼間の

日最高値の月平均値を，図 10に年度ごとの昼間の日最高値の

図 7 降水量の状況 図 8 日照時間の状況 

 

表 9 0.08 ppm以上となった時刻の風速の頻度（令和 4年度） 
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表 10 オキシダント濃度の昼間の日最高値の月平均値（全局及び北部地域，南部地域，西部地域との比較） 

全局月平均値の経月変化の状況を，図 11に北部地域（鳴門，

北島，川内，徳島，小松島，神山，吉野川），南部地域（那

賀川，阿南，大潟，椿，鷲敷，由岐），西部地域（脇町，池

田）の各地域での昼間の日最高値の月平均値の状況を示す． 

 表 10及び図 9から，県下全体の状況をみると，令和 4年度

の昼間の日最高値の年平均値は 0.045 ppmで，過去 5年間平

均値に比べ低かった．各月平均値については，全ての月にお

いて，過去 5年間の各平均値を下回っていた． 

図 10から，各年度の状況をみると，5月が最も高いことや

12月から 3月については例年と同様であったが，令和 4年度

は 6月の濃度が例年に比べて低く，また，8月から 10月にか

けての濃度の再上昇もそれほど顕著でなかったのが特徴的で

あった． 

（２）地域別 

図 11から，各地域の状況をみると，地域間で多少の濃度差

はあるものの，いずれの地域においても全局平均と同様に春

季から夏季にかけて濃度が下降し，秋季に緩やかな濃度の再

上昇があり，冬季にかけて濃度が下降するという経月変動を

示し，地域による増減傾向の顕著な差は現れなかった． 

 

ⅣⅣ  ままととめめ 

本県における令和 4年度のオキシダント濃度の測定結果に

ついて，以下のことが明らかとなった． 

１ オキシダント濃度は，全局で環境基準を達成しておらず，

月別では，4月から 7月及び 3月が全局で環境基準を超過

していた．また，12月から 2月は全局で環境基準を達成し

た． 

２ オキシダント濃度が 0.08 ppm以上となった日数は 16日

と，過去 10年間の平均と比べると少なく，平成 22年度以

降はオキシダント濃度が0.08 ppm以上となった日数は増加

傾向にあったが，平成 30 年度からは漸減傾向に転じてい

る． 

  また，オキシダント濃度が 0.08 ppm以上となった月別の

日数は 5月が最も多く，4月から 6月に集中していた． 

３ 初発時刻は上から 3位まで（14時，16時，13時）の延

回数で 61.9%を占め，継続時刻は上から 3位まで（17時，

15時，16時）の延回数で 60.3%を占めていた． 

また，初発時刻及び継続時刻が昼間（6時～20時）以外

のものはなかった． 

４ オキシダント濃度が0.08 ppm以上となった日は日照時間

の長い日が多く，日照時間が8時間以上の日の割合は87.5%

であり，天候については「1日前（18時～翌 6時）」まで

には雨である割合は 0%となっていた． 

  また，オキシダント濃度が 0.08 ppm以上となった時刻で

の風速は，1.0～1.9 m/sが最も多く，オキシダント濃度が上

昇しやすいとされる風速4.0 m/s未満の割合は90.7%を占め

ていた． 

５ オキシダント濃度の昼間の日最高値については，年平均

値は過去 5年間の平均値より低かった．経月変動では 5月

が最も高かったが，6月は例年に比べて低く，また，8月か

ら 10 月にかけての濃度の再上昇もそれほど顕著でなかっ

た． 
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要 旨 

特定フロンであるクロロフルオロカーボン類（Chlorofluorocarbons：以下「CFC」という．）4物質，ハイドロクロロフ

ルオロカーボン類 （Hydrochlorofluorocarbons：以下「HCFC」という．）3物質，及びそれらの代替フロンであるハイド

ロフルオロカーボン類（Hydrofluorocarbons：以下「HFC」という．）6物質について，2016年度から 2022年度における

徳島県内の大気環境中濃度を調査した．特定フロンは，CFC-11，CFC-113，HCFC-22，HCFC-141b及び HCFC-142bにつ

いて，先行研究の 2014年度から 2015年度の調査結果に比べ，有意に濃度減少している地点があることが確認され，自排

局の HCFC-22を除き，すべての地点において環境省が調査しているバックグラウンド値と同程度の値であった．HFCに

ついては，地点間での差が比較的多く見られ，特に自排局で高い傾向となった．HFC-32，HFC-125，HFC-134a及び HFC-143a

においては，2014年度から 2015年度の調査結果に比べ，有意に濃度上昇していることが確認された．また，今後の HFC

の濃度傾向を予測するため，自排局における 2020 年度から 2022 年度の単回帰分析をおこなった結果，HFC-32 及び

HFC-125について，濃度上昇が懸念された． 

 

Key words：フロン類 Halocarbons，特定フロン Specified CFCs，代替フロン CFC Substitutes 

 

 

I はじめに 

 フロン類とは，ハロゲン原子（フッ素・塩素・臭素・ヨウ

素）を含んだ炭素化合物の総称で，ほとんどが工業的に生産

された人工物質である．化学的に安定で，人体への毒性が少

ないことから，身近なところではエアコンや冷蔵庫等，主に

冷媒として用いられ，私たちの生活をより豊かにしてきた．

しかしながら，オゾン層を破壊することや，強力な温室効果

ガスであることから，CFCから HCFCへ，そして HFCへと

転換されてきた． 

CFC及びHCFCは「特定フロン」と呼ばれ，モントリオー

ル議定書を受け，先進国では，それぞれ 1996年及び 2020年

から製造が禁止されている．また，「代替フロン」と呼ばれ

るHFCについても，オゾン層破壊物質ではないものの温室効

果ガスであることから，2016年の同議定書改訂により，先進

国では 2036 年までに段階的に製造を 85%削減することとさ

れている．一方で，2015 年に採択されたパリ協定に基づき，

我が国は 2050年までに，温室効果ガスの排出を全体としてゼ

ロにすることを表明しており，本県においては，徳島県気候

変動対策推進計画（緩和編）1) において 2050年に温室効果ガ

ス排出実質ゼロを目指すための中間目標として，2030年度に

温室効果ガスの排出量の 50%削減（2013年度比）を掲げてい

る． 

また，2015年に施行されたフロン排出抑制法により，フロ

ンの製造から廃棄までのライフサイクル全体にわたる包括的 

  *1現 徳島保健所 *2現 環境管理課 *3現 中央病院 *4元 保健製薬環境センター *5現 美馬保健所 
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